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　皆様、新年あけましておめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症に翻弄された昨年ですが、皆様はいかが過ご
されましたでしょうか。第5波の収束以降の経済活動の再開は大変重要な課
題ですが、ニュースなど見ますとなんとなく手さぐりな感じなのではない
かと思っております。
　当院では救急症例が目立って減っています。過剰な診療控えによって、より重症化してからの来院も多
いように思います。是非適切に救急診療を利用していただきたいと思います。
　今年こそ3回目のワクチン接種や内服治療薬の開発・流通にて、丹後医療圏だけではなく日本全体そし
て世界中でこの感染症が収束することを切に願ってやみません。
　昨年4月に、中川正法前病院長からバトンを受け取りました私　合登志哉が一番心を砕きましたことは、
まさにコロナ対策でした。当院は丹後医療圏で新型コロナウイルス感染が発生した当初より患者を受け入
れ、治療するとともに積極的にワクチン接種に協力し、職域接種や市町の集団接種に職員を派遣いたしま
した。何より院内から発生者が出ないように努めてまいりました。そのため、面会制限や電話再診など皆
様にも数々のご迷惑をおかけしております。
　現在、発熱・PCR陽性者外来は全科一丸となって運営しており、PCR機器も稼働し新型コロナウイル
ス感染症のみならず今後の新興感染症にも対応できる体制が整ったと考えております。
　また、昨年3月に開設し4月から運営を始めた歯科口腔外科外来も順調に症例を重ねており、手術や抗
がん剤治療を受ける患者さんの感染症等が抑えられつつあります。近隣の歯科医からは困難な抜歯の依頼
等も増えており、入院にての対応を行う場合も出てまいりました。
　当院は、今年も引き続き丹後の大学病院として地域に特色ある教育・研究を担っていく一方、中核病院
として地域の皆様、特に高齢者に優しい、退院後を見据えた診療を提供して参ります。今年の干支である
寅のように悠然と堂々とその発展の歩みを進めて参りたいと思います。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年のごあいさつ

●病院長新年のごあいさつ
●診療科紹介（歯科口腔外科）●診療科紹介（泌尿器科）
●栄養サポートチーム（NST）をご存じですか？ ●一口レシピ
●かけはし ●多数傷病者初期対応訓練を行いました
●新型コロナワクチン接種について ●医師異動情報
●制服が新しくなりました！●病院募金のお願い ●リレーエッセイ
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《病院理念》信頼される全人的医療
《基本方針》
　・患者さんが中心の安心安全な医療を提供します
　・患者さんと医療従事者のコミュニケーションを
　　大切にします
　・個人情報の保護に努めます

・専門性と総合性をもつ診療を行います
・地域に開かれた病院として貢献します
・全人的医療が行える医療人を育てます
・地域の特性を活かした研究を推進します
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－歯科口腔外科－

診 療 科 紹 介

医長　小野　龍太郎

　当院に「歯科口腔外科」を開設してから9ヶ月が経ちました。

　歯科医師1名・歯科衛生士2名の体制で日々の診療を行い、さまざまな医療機関とも

連携を取りながら、高度で安心・安全な医療を提供できるよう努めています。

　がん診療棟やリニアックの運用開始に伴い、がん治療（化学療法・放射線治療）や全身麻酔の手術を受ける

患者さんに対する「専門的口腔ケア」を積極的に行っています。

　また、外来診療室には幅広い治療に対応できるような機器・設備を取り揃えており、開業歯科医院ではリス

クの高い有病者の歯科治療や口腔外科疾患にも数多く取り組んでいます。

　当科での短期入院も可能になりました。

　高齢化に伴う社会構造の変化や国民のニーズの多様化によ

り、歯科治療を取り巻く環境は日々変化しています。地域の

皆さんに「信頼される全人的医療」を提供できるよう、われ

われは日々精進して参ります。

　お困りのことがありましたら、

お気軽にご相談ください。

－泌尿器科－

診 療 科 紹 介

医長　石田　博万

　泌尿器科では、尿路（腎臓、尿管、膀胱、尿道）と男性生殖器（前立腺、精巣、精巣上体、

陰茎など）および副腎の疾患を扱っています。これらの部位に生じる各臓器がん、結石、

感染症などの疾患や、排尿障害、性機能障害といった様々な分野を診療しています。

がん治療においては、手術療法、放射線療法、薬物療法を必要に応じて組み合わせ、集学的な治療を行う必要

があります。

昨年秋から、当院でも放射線治療法が施行できるようになりました。治療のために遠方へ移動していただく必

要がなくなり、治療を受けていただきやすくなりました。

泌尿器科領域では、特に前立腺癌の治療に有用となっています。

　がん治療に限らず、当院のみでは対応が難しい治療につい

ては、京都府立医科大学およびその関連病院などと連携して

治療を行っております。

泌尿器科への受診は、少しためらわれる部分もあるかと思い

ますが、泌尿器科疾患でお困りの方は気軽にご相談ください。

京都府立医科大学附属北部医療センターニュース 令和4年1月発行　第16号
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栄養サポートチーム（NST）をご存じですか？　 看護部

大福には、豆大福・いちご大福・草大福など色々な種類があります。
モチモチのお餅の中にあんこがたっぷり入っていて美味しいですね。
ご家族皆さんで手作り大福にチャレンジしてみてください。
［材料］ ※8個分

• 白玉粉･･･100g　• 水･･･130cc　• 砂糖･･･50g　• 片栗粉･･･大さじ5杯

• 栗･･･8個　• 小豆あん･･･160g

［作り方］

①  耐熱容器（レンジ可）に白玉粉を入れ、ゆっくり水を加えながら

　  なめらかになるまでよく混ぜる。

②  ①に砂糖を入れよく混ぜる。

③  ②にラップをしてレンジ（500 ～ 600ｗ）で2分加熱する。

④  少し固まった③を、水でぬらしたしゃもじでよく混ぜ、もう一度ラップをして2分加熱する。

⑤  熱いうちに全体をよく混ぜて、片栗粉を広げたトレーに移し、8個分に分ける。

⑥  餅生地を伸ばし、小豆あんと栗を包み込む。

　栄養サポートチームは、患者さんに適切な栄養管理
を実施し支援する活動グループです。
　メンバーは医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、言
語聴覚士、臨床検査技師などの多くの職種で構成され、
それぞれの専門分野のスタッフが専門性を活かして活
動をしています。食事や栄養管理、嚥下評価や口腔ケ
アなど様々な側面から多職種で関わり患者さんをサポ
ートします。
　栄養サポートチームの役割として、看護師は日々患
者さんの食事の様子を観察し、口の状態に応じた口腔
ケアを実践しています。食べることに何らかの障害が
あると判断した場合は、医師と相談して言語聴覚士に
摂食嚥下の評価を依頼します。

一口レシピ　「栗大福」 栄養管理課

栄養サポートチーム（NST）
摂食・嚥下障害看護認定看護師　糸井　弘美

　言語聴覚士は、口から食べられるように患者さんの
障害の程度に応じ看護師と協力して嚥下訓練を行いま
す。
　管理栄養士は、患者さんが食べやすい食形態、目で
も楽しむ献立の工夫や、栄養価の高い食品の提供がで
きるように取り組んでいます。
　4月から歯科口腔外科が運営を開始して、歯科医師・
歯科衛生士と連携し、今まで以上に口の中の環境を整
える支援が強化できるようになりました。
　栄養サポートチームは、患者さんが少しでも口から
美味しく食べられるよう、今後も多職種で協力しあい患
者さんお一人おひとりの最善のケアの提供に向けて、
更なる活動の充実を図っていきます。

京都府立医科大学附属北部医療センターニュース令和4年1月発行　第16号
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【多数傷病者初期対応訓練】を行いました

専用連絡先　TEL 0772-46-6665
FAX 0772-46-5121地域医療連携室「かけはし」

～「かかりつけ医」を持ちましょう ～
◇初診の方は紹介状をお持ちください 
　かかりつけ医さんからの紹介状があると、あらかじめ病状が適切に評価されているため、治療を円滑に行
うことができます。また、かかりつけ医さんを通じて検査・診察の事前の予約をしていただくこともできます。
（とくに歯科口腔外科については、かかりつけ医さんからの連携予約がないと、受診していただくことがで
きません）費用的にも、紹介状がない場合は、診療費とは別に5,500円をいただくことになります。 

◇当院からかかりつけ医へ紹介 
　同院での検査や診察が終わって診療方針が決定したり、
一定の治療が終わり病状が安定した患者さんは、ご事情
をお伺いした上で、かかりつけ医さんに紹介します。
　かかりつけ医さんと当院との間では、検査結果や治療
内容の情報を共有します。 

北部総務課

　事故や災害が発生した場合に、消防や警察、病院が迅速に連携し対応できるように、毎年度訓練を実施
しています。
　令和3年10月12日（土）には、軽自動車が高校生の列に突っ込み、多数の負傷者が発生した想定で訓練
を行いました。当院からは、DMAT隊員である医師、看護師が訓練に参加しました。
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医 師 異 動 情 報
令和3年
6月30日

令和3年
9月30日

令和3年
12月31日 令和4年

1月1日

令和3年
10月1日

耳鼻咽喉科

神経内科

眼科

産婦人科

耳鼻咽喉科

助教（医長）

医師

助教（医長）

助教（医長）

助教（医師）

信 原 　 健 二

髙 橋 　 央

沼 　 耕 作

辻 　 哲 朗

張 　 里 宇

神経内科

眼科

病理診断科

耳鼻咽喉科

助教（副医長）

助教（医長）

医師

医師

転出日 診療科名 職　　名 転　出　者 転入日 診療科名 職　　名 転　入　者
のぶ　  はら　　　　　 けん　    じ

たか　　　はし　　　　　　　 ひさし

ぬま　　　　　　　  こう　　　さく

つじ　　　　　　　  てつ　　　ろう

ちゃん　　　　　　　  り　　　　う

髙 橋 　 央

寺 尾 　 信 宏

本 田 　 水 月

内 山 　 元 晴

たか　　　はし　　　　　　　 ひさし

てら　   お　　　　　  のぶ　  ひろ

ほん　   だ　　　　　  み　づ　き

うち　  やま　　　　  もと　  はる

新型コロナワクチン接種について 北部総務課

　　医療従事者に対する優先接種のため、令和3年3月11日㈭に
新型コロナウイルスワクチンが当院に搬入され、3月15日㈪より職
員への接種を開始いたしました。
　その後は、教員や保育士等の人と接触する機会が多い職種の方
を対象とした、職域接種を開始いたしました。
　また、自治体が実施する集団接種に、当院から医師・看護師を
派遣し、地域住民のワクチン接種の促進に協力させていただきま
した。
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診療部長　堅田　和弘

「釣りと料理」

～ リレーエッセイ ～

　北部生活も7年目に。病棟の看
護師を釣りの師匠に、また主治
医と患者で出会った船長の船で
間人から釣りを楽しんでいます。

北部での出会いに感謝！
　折角釣った魚を美味しく食べようと、次は料理に。鰺か
ら鯛まで捌けるようになりました。レパートリーも増えて
きました！
　一緒にいかがですか？　釣りや料理！

病院募金（ご寄付）のお願い

　北部医療センターでは、患者さんへの
サービスの向上、高度医療の提供、北部
医療センターの整備を目的とした募金の
受付を行っています。詳しくはホームペ
ージまたは募金のリーフレットをご覧く
ださい。

詳細ホームページは
こちら

制服が新しくなりました！ 北部経営企画課

　令和3年9月1日から、医療技術部（一部の所属を除く）と薬剤部の制服が新しくなりました。
　今回、所属ごとに制服を統一したことにより、制服の色でどの所属の職員なのかを認識していただけるよ
うになりました。
　職員は新しい制服を着用し、心機一転、それぞれの業務に励んでおります。

薬剤部

栄養管理課
視能訓練士

放射線技術課

臨床検査技術課

臨床工学技術課
薬剤部

事務補助職員

京都府立医科大学附属北部医療センターニュース 令和4年1月発行　第16号
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外来各科診察担当医表　（令和4年1月1日～）
月 火 水 木 金

11

14

15

26

23

18

22

17

19

20

24

25

33

16

21

12

13

18

上 野 博 司 准 教 授
（第2、4）

浦 田 倫 子 医 　 師
（午後）

内 山 元 晴 医 　 師 内 山 元 晴 医 　 師 内 山 元 晴 医 　 師

内 山 元 晴 医 　 師

診察室 診 療 科

眼　科

耳鼻咽喉科

ペイン緩和ケア外来

1診

2診

2診

総 合 診 療 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

神 経 内 科

心臓弁膜症外来

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科

腎 臓 内 科

精  神  科

整形外科

外　科

1診

2診

1診

2診

1診

2診

小児科

循 環 器 内 科

産婦人科

皮  膚  科

歯科口腔外科

髙 山 浩 一 教授　ほか大 月 亮 三 助　　教
（医　長）大 月 亮 三 助　　教

（医　長） 大 月 亮 三 助　　教
（医　長）

（もの忘れ外来・予約）
中 川 正 法

堅 田 和 弘 講　　師
（診療部長）福 居 顕 文 助　　教

（医　長）

岡 野 史 弥 助　　教
（医　師）

竹 谷 祐 栄 助　　教
（副医長） 岡 山 哲 也 講　　師

（医　長）

上 村 　 宏 准 教 授
（医　長）

安 田 　 怜 助　　教
（医　長） 安 田 　 怜 助　　教

（医　長）

上 村 　 宏 准 教 授
（医　長） 上 村 　 宏 准 教 授

（医　長）横 井 崇 人 助　　教
（医　師） 横 井 崇 人 助　　教

（医　師）

細 井 邦 彦 助　　教
（副医長） 小 原 将 人 助　　教

（医　師） 吉 田 隆 司 講　師
（副診療部長） 中 澤 　 拓 助　　教

（医　師）

府立医科大学医師 谷 山 市 太 医　　長 医　　師笹 島 浩 泰井 上 靖 夫 部長（隔週）

大和田　敬 医長（隔週）

山 下 耀 平 助　　教
（医　師）1診

1診
（産科）

2診
（婦人科）

寺 尾 信 宏 助　　教
（医　長）丸 橋 歩 美 助　　教

（医　師）

野々村美保 助　　教
（医　師）

（乳腺・新患）
越 野 勝 博 講　　師

（医　長）竹 本 健 一 助　　教
（副医長） 越 野 勝 博 講　　師

（医　長）内 藤 　 慶 講　　師
（医　長）

石 田 博 万 助　　教
（医　長）

菅 原 拓 也 助　　教
（副医長）

菅 原 拓 也 助　　教
（副医長） 黒 星 晴 夫 講　　師

（医　長）

助　　教
（医　師）山 下 　 優 助　　教

（医　師）渡 邉 亜 矢

担 当 医

（第2、4  角結膜・涙液外来）
病院教授横 井 則 彦

宮 垣 知 史 助　　教
（副医長）中 川 憲 夫 助　　教

（副医長） 富 田 晃 正 助　　教
（副医長）

原 田 恭 一 助　　教
（副医長）玉 井 瑞 希 助　　教

（医　師）

小野龍太郎 助　　教
（医　長） 小野龍太郎 助　　教

（医　長） 小野龍太郎 助　　教
（医　長） 小野龍太郎 助　　教

（医　長）

部　　長

講　　師

部　　長

助　　教
（医　長）横 井 大 祐 石 野 秀 岳 講　　師

（副診療部長）瑞慶覧聡太 助　　教
（医　師） 横 井 大 祐 助　　教

（医　長）

丸 橋 歩 美 助　　教
（医　師）

（第２、４  午前）
（第１、３、５） 山下耀平 助教（医師）1診

寺尾信宏 助教（医長）2診

大 月 亮 三 助　　教
（医　長）

禁煙外来（第1、 3  16：00～16：30）
事前に受診が必要です。
お問い合わせ願います。

浅 野 瑞 季 医　　師
（午前）

●受付時間／再診（予約のある方） 午前8時30分から受付開始
　　　　　　初診・再診（予約のない方） 午前8時30分～11時
●閉 診 日／土・日曜日、祝日及び年末年始（12月29日から1月3日）

（第1、3  午前）

桒 原 康 通 講　　師
（予　約）

講　　師
(予　約）

（偶数月の第4）※12月のみ第3

全　　　完 講師（予約）

杉 本 　 哲 助　　教
（医　長）

医　　師
（予　約）

沖 原 宏 治 准 教 授
（副病院長）

病院の理念　信頼される全人的医療
京都府立医科大学の理念

世界トップレベルの医学を地域へ

助　　教
（医　長）（～10：30）

荒 川 幸 保 助　　教
（医　長）荒 川 幸 保 助　　教

（医　長）荒 川 幸 保

藤 田 朋 己 助　　教
（医　長）

医 　 師松 下 大 樹

藤 田 朋 己 助　　教
（医　長）

藤 田 朋 己 助　　教
（医　長）

沖 原 宏 治 准 教 授
（副病院長）

担 当 医
医 　 師原 田 雄 基 石 田 博 万 助　　教

（医　長）

山 下 　 優 助　　教
（医　師）

助　　教
（医　師）

（第2、4）

渡 邉 亜 矢

助　　教
（副医長）

（第1、3、5）

菅 原 拓 也

野々村美保 助　　教
（医　師）

細 井 邦 彦 助　　教
（副医長）

（第3  午前）
吉 田 隆 司 講　　師

（副診療部長）

（第2  午前）
小 原 将 人 助　　教

（医　師）

（第1、4  午前）

助　　教
（医　師）中 澤 　 拓

（第5  午前）

浅 野 瑞 季 医　　師
（午後）

助　　教
（医　長）杉 本 　 哲

（午前）

藤 田 　 博 助　　教
（担当部長） 宮 脇 大 典 助　　教

（医　師） 河 崎 貴 宣 助　　教
（医　長）

医　　師

浦 田 良 太 助　　教
（副医長） 波 東 大 地 助　　教

（副医長）

講　　師
（医　長）尾 松 達 司

午後（予約）

髙 木 智 久 准 教 授

講　　師
（副診療部長）

（第2、4、5）
石 野 秀 岳

講　　師
（診療部長）

（第1、3）
堅 田 和 弘

助　　教
（副医長）髙 橋 　 央

（第2、4  午後）

井 上 　 聡
（第1、3、4、5  午後）

千代延友裕

（第2  乳腺外来）

李 　 哲 柱
（第4  小児外科）

青 井 重 善

（第1、3  血管外科）

林 田 恭 子

医　　師浅 野 瑞 季
（第2、4  午前）

助　　教
（医　師）中 澤 　 拓

（第1、3、5  午前）

助　　教
（医　長）荒 川 幸 保

落合登志哉 准 教 授
（病院長）

京都府立医科大学附属北部医療センター
（与謝の海病院）
 　　　　病院長 落合 登志哉
〒629-2261 京都府与謝郡与謝野町字男山481
 電話＆FAX 0772－46－3371

渡 邉 亜 矢 助　　教
（医　師）



　少し体調が悪いときの診察や、普段の健康管理をして
いただける地元の診療所やお医者さんのことです。 お近
くのかかりつけ医・かかりつけ歯科医のほか、病院や福
祉施設などとも連携を行っておりますので、専門的な検
査や治療が必要な場合には、紹介を通して当院を受診し
ていただくことができます。

医 療 機 関 名 住  所 電話番号
味見診療所
今出クリニック
岡所・泌尿器科医院
佐藤医院
中川医院
中川内科・小児科クリニック
中村眼科医院
浪江医院
西原医院
宮地医院
宮津市由良診療所
山根医院
府中診療所
日置診療所
養老診療所
伊根町国保伊根診療所
伊根町国保本庄診療所
伊藤内科医院
岩破医院
木村内科クリニック
日置医院
いわさく診療所
須川医院
鳥居クリニック
与謝野町国保診療所
いとうクリニック
大森内科診療所
やまぞえこどもクリニック
髙田医院
中江医院
新谷医院
のぶはらクリニック
よしおかクリニック
京丹後市国保直営大宮診療所
たんご協立診療所
ふじわらクリニック
とみた眼科皮フ科クリニック
安井医院
京丹後市国保直営五十河診療所
上田医院
たちばな診療所
山本医院
京丹後市国保直営間人診療所
村田内科医院
京丹後市国保直営宇川診療所
京丹後市国保直営野間診療所
京丹後市国保直営佐濃診療所
斉藤医院

吉 原
柳縄手
　惣　
京街道
漁 師
鶴 賀
魚 屋
宮 村
京街道
波 路
由 良
鶴 賀
江 尻
日 置
岩ヶ鼻
日 出
本庄上
算 所
算 所
後 野
加 悦
四 辻
下山田
三河内
石 川
男 山
弓 木
岩 滝
杉 谷
白 銀
杉 谷
新 町
新 町
河 辺
河 辺
周 枳
周 枳
口大野
延 利
網 野
浜 詰
網 野
間 人
成願寺
久 僧
野 中
佐 野
浦 明

22-5120
22-2767
22-8511
22-2212
22-7565
20-3838
22-2049
22-7211
22-4970
22-0580
26-9300
20-1541
27-2577
27-1006
28-0507
32-0007
33-0114
42-2426
42-2425
43-2134
42-2653
42-3018
44-3070
44-1730
42-3601
46-3553
46-5632
46-3028
62-5021
62-0266
62-0592
60-2726
69-5700
68-0555
68-5017
64-3834
68-1220
68-0123
64-2066
72-0053
74-1301
72-0081
75-0210
75-0253
76-0210
66-0006
84-0101
83-0365

「かかりつけ医・かかりつけ歯科医」とは

【かかりつけ医】 市外局番（0772）

宮
　
津
　
市

伊
根
町
・
与
謝
野
町

京
丹
後
市

医 療 機 関 名 住  所 電話番号
宇治川歯科医院養老診療所
金海歯科医院
金下歯科・矯正歯科
亀田歯科医院
向井歯科医院
向井歯科医院伊根町分院
上田歯科医院
宇治川歯科石川診療所
宇治川歯科医院
岡村歯科クリニック
小谷歯科医院
坂根歯科立町診療所
そのだ歯科クリニック
まるめデンタルクリニック
茂籠歯科医院
荒田歯科医院
伊東歯科・矯正歯科医院
井上歯科医院
梅田歯科医院
小國歯科医院
かぶとく歯科クリニック
さかね歯科医院
坂根歯科医院
戸田歯科医院
中村歯科医院
沼倉歯科医院
野村歯科医院
森岡歯科医院
やまだ歯科医院
行待歯科医院
吉岡歯科診療所
デンタルクリニックはたの

岩ヶ鼻
本 町
新 浜
鶴 賀
宮 村
本庄上
三河内
石 川
四 辻
上山田
加 悦
岩 滝
温 江
男 山
下山田
口大野
口大野
網 野
杉 谷
杉 谷
荒 山
河 辺
間 人
杉 谷
仲 町
久美浜
浅茂川
溝 谷
栄 町
溝 谷
網 野
河 辺

28-0753
22-4184
22-2215
22-7080
25-1136
33-0413
43-1081
42-4135
42-3213
47-9310
43-0450
46-3220
44-0077
46-0245
43-1990
64-2296
64-2005
72-4800
62-6480
62-0125
62-5522
68-0740
75-0205
62-4182
82-0548
82-0165
72-0021
65-4058
82-0333
65-2207
72-3828
64-5520

【かかりつけ歯科医】 市外局番（0772）

宮 

津 

市

伊
根
町
・
与
謝
野
町

京
丹
後
市

京都府立医科大学附属北部医療センターに登録されている
「かかりつけ医・かかりつけ歯科医」一覧表


